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令和元年度 教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査 結果公表  

 令和元年12月25日、文部科学省は、令和元年度の「教育委員会における学校の働き方改革のための取組

状況調査」の結果を公表しました。そこでは、在校等時間の把握を客観的な方法で把握している市区町村

が５割未満にとどまる等、地域格差が明らかになりました。 

 本調査からは、都道府県や政令指定都市では比較的早く学校における働き方改革が進んでいるが、市区

町村では地域によって格差があることが明らかとなりました。本調査は都道府県・市区町村別の詳細な

データも公開されており、これは比較できる形での調査結果の公表を全日教連が要望してきた成果であり

ます。来年度は、勤務時間の上限ガイドラインが指針に格上げされ法的根拠をもつことにより、具体的な

取組がより一層求められます。また働き方改革の進展については、都道府県・市区町村だけの問題ではな

く、国の政策として地域間格差が生まれないようにする必要があります。全日教連としては、文部科学省

をはじめ、関係省庁及び国会議員等への働きかけを続け、さらなる予算の獲得と実効性のある施策の実施

を働きかけていきます。                    （全日教連中央情勢報告No.19より） 

次の資料は島根県内の取組状況調査の結果の一部です。県内においても地域により較差があります。 

令和元年度 教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査 

１ 趣旨 

 中央教育審議会「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導・運営体制の構築のための学校における

働き方改革に関する総合的な方策について」答申を踏まえ、平成28年度から実施している「教育委員会にお

ける学校の業務改善のための取組状況調査」を抜本的に見直し、各教育委員会や学校における働き方改革の

進捗状況を明確にし、市区町村別の公表等や優良事例の展開を通じて、働き方改革の取組を促すことを目的

とするもの。 

２ 調査基準日 

 令和元年７月１日時点 

３ 調査対象 

 ４７都道府県教育委員会、２０指定都市教育委員会、１７２１市区町村教育委員会・事務組合等、計１７

８８教育委員会等に調査し、それぞれ所管している各学校に対する取組状況について回答。（例：県教委は

主に高等学校・特別支援学校等、市区町村教委は主に小学校・中学校等） 

４ 回答数 

 全ての教育委員会等計１７８８ 

 学校における「在校等時間」等の把握方法 
   ※「在校等時間」等：公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドラインに定める「在校等時間」 

    又は在校等時間に類する時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

  
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 文部科学省が定めた上限ガイドラインを参考にした、公立学校の教師の勤務時間の上限に関

する方針等の策定状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校閉庁日の設定をしているかどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    設定している期間はどれぐらいか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習評価や成績処理について、ＩＣＴを活用(校務支援システム等の活用等）して、事務作

業の負担軽減を図っているかどうか。 
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 勤務時間外における保護者や外部からの問い合わせ等に備えた留守番電話の設置やメー

ルによる連絡対応の体制を整備しているかどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者や地域・社会に対して、働き方改革への理解や協力を求める取組を実施している

かどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 教育委員会等から学校に向けた調査・統計業務を削減しているかどうか。 
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新会員加入助成のご紹介 
 

① 新規に会員が加入された場合 
 

 単組・支部と学校にそれぞれ 

２，０００円の加入助成金を支給します。 

（講師会員・再任用会員の加入助成金は、

単組・支部と学校にそれぞれ５００円で

す） 

 

② 勧誘活動の助成 
 学校や専門部会において、新規に会員を

勧誘するための茶話会等を行われる場合

は、その経費の一部を助成します。 

 島教協事務局までご相談ください。 

島教協相互援助規定のご紹介 
 

 ①結婚祝金の給付   ５，０００円 

 ②出産祝金の給付   ５，０００円 

 ③永年勤続祝金の給付 ５，０００円 

 ④病気見舞金の給付  ５，０００円 

     (傷病約１ヶ月の療養) 

 ⑤災害見舞金の給付 

  （住宅又は家財の損害を受けたとき 

            程度に応じて） 

 ⑥死亡弔慰金 

    （会員・会員配偶者死亡） 
 上記の規定に該当するときは、 

   ご本人または学校代表は、 

     事務局まで連絡をお願いします。 

     （電話０８５３ー２２－７７６２） 

島教協会員証特典の 

終了について 
 

 島教協では、T・ジョイ出雲の劇

場売店において、会員証を提示する

と、ポップコーンセットを定価より

安く購入することができる会員特典

を設けていましたが、利用者が少な

い等の理由により終了することにい

たしました。 

 ご利用いただいています会員の皆

様にはご迷惑をおかけしますが、ご

了承ください。 

 

終了年月日 令和２年３月３１日 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業準備について、サポート・スタッフをはじめとした外部人材の参画を図っているかど

うか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 本調査の詳細につきましては、下のURLから閲覧できます。是非御覧ください。
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/uneishien/detail/1407520_00003.htm 

 

十
二
月
八
日
（
日
）
松
江
市
の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
、
「
島
根
人

格
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
９
」
が
議
員
や
教
育
関
係
者
な
ど
多

数
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

主
催
の
島
根
人
格
教
育
協
議
会
は
、
人
が
人
を
思
い
や
る
温
か
な

絆
・
関
係
性
を
構
築
し
て
い
け
る
人
格
の
形
成
を
目
指
し
、
二
○
○

九
年
に
発
足
し
た
会
で
す
。
島
根
県
教
職
員
協
議
会
は
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
際
し
て
も
後
援
と
し
て
協
力
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
国
際
青
少
年
問
題
研
究
所
の
青
津
和
代
所
長
か
ら
「
今

こ
そ
、
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
救
え
！
」
と
題
し
た
基
調
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
青
津
氏
は
、
「
児
童
虐
待
の
問
題
は
都
会
も
地

方
も
関
係
な
く
、
虐
待
は
連
鎖
の
時
代
に
入
り
、
虐
待
を
受
け
た
子

ど
も
が
虐
待
す
る
親
と
な
り
、
親
が
親
と
し
て
育
っ
て
い
な
い
」
と

深
刻
な
現
状
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
原
因
と
し
て
核
家
族
化
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
増
加
を
挙
げ
、
「
子
育
て
の
孤
立
化
、
不
安
が
虐
待
に

つ
な
が
る
可
能
性
は
八
十
％
あ
る
」
と
指
摘
。
解
決
策
と
し
て
「
児

童
虐
待
防
止
法
の
強
化
よ
り
も
家
庭
教
育
の
支
援
強
化
こ
そ
求
め
ら

れ
る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
「
児
童
虐
待
・
不
登
校
・
学
力

低
下
へ
の
対
応
～
家
庭
教
育
支
援
の
観
点
か
ら
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
島
根
県
立
青
少
年
の
家
社
会
教
育
主
事
の
三

島
明
氏
が
務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
国
際
青
少
年
問
題
研
究
所

所
長
の
青
津
和
代
氏
、
島
根
県
議
会
議
員
の
吉
田
雅
紀
氏
、
元
安
来

市
立
母
里
小
学
校
長
の
荊
尾
玲
子
氏
、
大
田
市
湯
里
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
職
員
の
山
根
澄
子
氏
が
議
論
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 

荊
尾
氏
は
養
護
教
諭
の
立
場
か
ら
子
ど
も
の
人
格
の
育
成
を
目
指

し
、
校
長
と
し
て
小
学
校
全
体
で
取
り
組
ん
だ
隠
岐
で
の
三
泊
四
日

の
自
然
体
験
を
報
告
。
山
根
氏
は
地
域
に
よ
る
家
庭
支
援
の
取
組
と

し
て
、
十
六
年
間
続
け
て
い
る
湯
里
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
の
三

泊
四
日
の
通
学
合
宿
を
報
告
。
吉
田
氏
は
家
庭
教
育
支
援
条
例
の
視

察
に
熊
本
県
に
行
き
、
親
の
教
育
と
子
ど
も
が
親
に
な
る
た
め
の
教

育
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
場
の
参
加
者
か
ら
も
活
発
な
発
言
が
あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。
な
お
発
言
記
録
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

島
根
人
格
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
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テ
ー
マ
「
児
童
虐
待
・
不
登
校
・
学
力
低
下
へ
の
対
応
」 

 
 

～
家
庭
教
育
支
援
の
観
点
か
ら
～ 


